
　防水立上がり部の保護材                            　　　　　　　　　　　 　(9.2.5)

耐火目地材　　※図示による　　・（　　　　）

備考 承認覧
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　                                                                       　(6.2.2)  1 ．ｺﾝｸﾘｰﾄの強度

工事名称 図面名称

尺度

日付

図面番号

設計基準強度（Fc）  Ｎ/mm2

普通ｺﾝｸﾘｰﾄ

軽量ｺﾝｸﾘｰﾄ　・１種・２種

部 位

類 別

部 位

18 21 24

  2 ．ｺﾝｸﾘｰﾄの種類 　※Ⅰ類　　・Ⅱ類　                                                  　　　　(6.2.1)

  3 ．ｺﾝｸﾘｰﾄの材料 　※普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種                     　　   (6.3.1)

　・高炉セメントＢ種（※場所打ちコンクリート杭　・　　　　　　　　　　）

　・（　　　　　　　　　　　　　）

  4 ．スランプ
   (6.2.4)

打込み箇所

所要スランプ

（　　　　　　　）

・15　・18 ・（　　　　    ）

柱、梁、スラブ、壁基礎、基礎梁

※18

  5 ．普通ｺﾝｸﾘｰﾄの調合　※単位水量の上限値　       185 kg/m3              　                   　   (6.3.2)

  ※単位セメント量の下限値　 270 kg/m3

  ※水セメント比の上限値     65 ％　（高炉セメントＢ種　60％）

  ※所要空気量の目標値    　 4.5 ％

  ※塩化物の含有量　         0.30 kg/m3  以下

　構造体強度補正値（Ｓ）　　※監督員の承認を受けること。　　　　            (表6.3.2)

　設計基準強度　※18Ｎ/mm2 　　・（　　　）Ｎ/mm2                       　   (6.14.1)

  適用箇所は「標仕」6.14.1（4）による

  6 ．無筋コンクリート

ス　ラ　ン　プ

15

18

適　　　用　　　箇　　　所

  7 ．打放し仕上げ

　    の種別

　※合板せき板を用いる場合                                           (6.2.5)(表6.2.4)
種　　　　別

・Ａ　　　種

・Ｂ　　　種

・Ｃ　　　種

適　　　用　　　箇　　　所

　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

  8 ．ｺﾝｸﾘｰﾄの仕上り

　    の平たんさ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(表6.2.5)
適　　　用　　　箇　　　所

種　　　　別
柱・梁・壁 床

ａ　　種

　・化粧打放しｺﾝｸﾘｰﾄ　・塗装仕上げ

　・壁紙張り　・ｾﾗﾐｯｸﾀｲﾙ張り（接着剤）

　・（　　　　　　　　　　）

　・合成樹脂塗床　・ﾋﾞﾆﾙ系床材張り

　・床ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し仕上げ　・ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ

　・（　　　　　　　　　　）

　・仕上げ塗材塗り

　・（　　　　　　　　　　）

　・ｶｰﾍﾟｯﾄ張り　・防水下地

　・ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ材塗り

　・（　　　　　　　　　　）

ｂ　　種

　・ｾﾗﾐｯｸﾀｲﾙ張り（ｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ）

　・ﾓﾙﾀﾙ塗り

　・（　　　　　　　　　　）

　・ﾀｲﾙ張り　・ﾓﾙﾀﾙ塗り

　・二重床

　・（　　　　　　　　　　）

ｃ　　種

  9 ．基礎及び地中梁

　　　型枠

　・普通型枠　　・ラス型枠

７
　
　
鉄
　
　
骨
　
　
工
　
　
事

　※監督員の承諾する工場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　(7.1.3)

　・Ｓｸﾞﾚｰﾄﾞ　　・Ｈｸﾞﾚｰﾄﾞ　　・Ｍｸﾞﾚｰﾄﾞ　　・Ｒｸﾞﾚｰﾄﾞ　　・Ｊｸﾞﾚｰﾄﾞ

　　加工能力等条件（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　※適用する 　　・適用しない　   　　　　　　　　　                   　　　(7.1.4)

        ・建築基準法に基づき指定又は認定を受けた構造用鋼材及び鋳鋼

　種類　・ＳＳ４００

        ・（　　　　　）　　・（　　　　　）　　・（　　　　　）

　・その他の認定高力ボルト　（　　　　　　　　　　）

　・溶融亜鉛メッキ高力ボルト  指定、認定品　セットの種類　※１種（F8T相当）

　材質　※ＪＩＳ等の規格品　　　 　　 　　　　　　　　　　　　　　　　 　  　(7.2.1)

  ・ＪＩＳ形高力ボルト        JIS B 1186　セットの種類　 ※２種（F10T）

　胴の種類 ※割枠式 ・（　　　）  ボルトの種類 ※羽子板ボルト ・（　　　）   (7.2.6)

　切断箇所及び切断範囲　※図示による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7.6.7）

　材質　・構造用アンカーボルト　※JIS B 1220のABR400 　・（　　　　　　）  　(7.2.4)

　材質　・建方用アンカーボルト　※JIS G 3101のSS400　　・（　　　　　　）　 (7.10.3)

　※外観試験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （7.6.12）

　　　（参考）「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　独立行政法人　建築研究所　監修

AOQL  ※4.0％　・2.5％

検査水準　※第６水準　・（　　　　）

　※超音波探傷試験（完全溶け込み溶接）

　　　試験箇所　　※全数試験　　・図示による　　・（　　　　　）

・現場溶接

　  ※表18.3.1 鉄鋼面錆止め塗料の種別　Ａ種

　　・（　　　　　　　　　）

※全数試験

・工場溶接

　耐火被覆材の接着面

　　・（　　　　　　　　　）

　※所用性能は図面図示による　　・（　　　　　　　　　　　）

　・ラス張りモルタル塗り　・耐火材吹付け　・耐火板張り　・耐火材巻付け     　(7.9.2)

　建方用ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの保持及び埋込み工法　                         　 (7.10.3)(表7.10.1)

　  種別　・Ａ種　　※Ｂ種

  1 ．鉄骨製作工場

  2 ．施工管理技術者

  3 ．鋼材の種類

  4 ．高力ボルト

  5 ．アンカーボルト

  6 ．ターンバックル

  7 ．柱底均しモルタル

  8 ．エンドタブ

  9 ．溶接部の試験

 10 ．塗料の種別

 11 ．耐火被覆材の

　 　 種別及び性能

 12 ．ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ等の

　 　 設置
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  1 ．補強コンクリート

 　 　ブロック積み

　種類　※JIS A 5406 の空洞ブロック16　　・（　　　　　　　　　　　）　    　(8.2.2)

　厚さ　・（　　　　　　）

  2 ．コンクリートブロ

 　 　ック帳壁及び塀 　厚さ　・（　　　　　　）

  3 ．ＡＬＣパネル

　種類　※「標仕」表8.3.1による　・（　　　　　　　　　　　　）       　  　 (8.3.2)

　種類　※JIS A 5416                    　　　    (8.4.2)(表8.4.2)(表8.4.3)(表8.4.4)
種　　類 単位荷重（Ｎ/㎡） 厚さ（mm） 取付け工法（種別）

・外壁パネル ・（　　　　　　）  ・Ａ　　・Ｂ

・間仕切パネル

・屋根パネル

・床パネル

・（　　　　　　）

・（　　　　　　）

・（　　　　　　） ・100　・150

 ・Ｃ　・Ｄ　・Ｅ※100　・(　　　)

 ※「標仕」8.4.4による

床パネルの耐火性能　　・要　　・不要

  4 ．押出成形ｾﾒﾝﾄ板 　※厚物（厚さ５０mm以上）    　                   　   　  (8.5.2)(表8.5.1)(表8.5.2)

　　　種類　※ＪＩＳ　Ａ　５４４１
施工箇所 表　面　形　状

※フラットパネル

・デザインパネル(図示)

・タイルベースパネル

※フラットパネル

・デザインパネル(図示)

・タイルベースパネル

・50 ・60 ・（　　）

・50 ・60 ・（　　）

・60 ・（　　）

・50 ・60 ・（　　）

・50 ・60 ・（　　）

・60 ・（　　）

※有り

　（　　　 ）

・無し

※有り

　（　　　 ）

・無し

・Ａ種

・Ｂ種
・外　　壁

・間仕切り
・Ｂ種

・Ｃ種

厚　さ（mm） 工　法 耐　火　性　能

　・製造所（　　　　　　　　　）同等以上　・評価名簿による

　・薄物（厚さ５０㎜未満）

　　　種類　※ＪＩＳ　Ａ　５４４１
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  1 ．アスファルト防水                                        　　 　　　　　　　　 　　(表9.2.3～表9.2.9)
施　工　箇　所 種　　別 防水層の押さえ 備　　考

　屋根保護防水断熱工法の断熱材及び厚さ

　　※JIS A 9521　押出法ポリスチレンフォーム断熱材３種ｂＡのスキン層付き

      厚さ　※25　　・（　　　　）

　　・乾式保護材　※押出成形セメント板 厚さ（　　mm）　　・（　　　　　　　　　）

    ・防水層保護れんが　※JIS R 1250（普通れんが）　　 　・（　　　　　　　　　）

　アスファルトの種類　※３種　　・（　　　　）  　　               　　 　 　(9.2.2)

  2 ．改質アスファルト

　　　シート防水

　　　　　　　　　　　　　　　             　　 　　　　　　　  　(表9.3.1～表9.3.3)
施　工　箇　所 種　　別 備　　考厚　　さ

　・仕上げ塗料の種類　　※製造メーカー標準仕様による　･（　　　　）

　・仕上げ塗料の使用量　･（　　　　　）

  3 ．合成高分子系

　　　ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水 種 　別施　工　箇　所 厚　 　さ 仕上げ塗料塗り(露出の場合)

 ・S-F2　　・SI-F2

 ・S-F1　　・SI-F1

 ・S-M1　　・SI-M1

 ・S-M2　　・SI-M2

 ※1.2　・（　　　　）

 ※2.0  ・（　　　　）

 ※1.5  ・（　　　　）

 ※1.5  ・（　　　　）

 ※カラー　　　・シルバー

 ※カラー　　　・シルバー

　・仕上げ塗料の種類　　※製造メーカー標準仕様による　･（　　　　）

　・仕上げ塗料の使用量　･（　　　　　）

　・S-C1工法のモルタル塗り厚　※20㎜　･（　　　　）

  4 ．塗膜防水 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(表9.5.1)(表9.5.2)
施　工　箇　所 種 　　　別 備　　　　　考

 ・Ｘ－１　・Ｘ－２

 ・Ｙ－１　・Ｙ－２

　仕上げ塗料塗り　※カラー　・シルバー

　種別Y-2における保護層　※適用する　・適用しない

種別X-1における脱気装置　※図面図示による　・種類（　　　　）・設置数量（　  　）

  5 ．ケイ酸質系

  　　塗布防水

　防水の種類　・Ｃ－ＵＩ　・Ｃ－ＵＰ　施工箇所（      　　　） (9.6.2・3) （表9.6.2）

  6 ．シーリング用材料　「標仕」表9.7.1による。           　　　　                             　  (9.7.5)

　接着性試験　※簡易接着性試験

　　　　　　　・引張接着性試験（部位　　　　　　　　　）

  7 ．施工 　次表のとおりとする。
（1）延べ面積が５００㎡以上の建築物

（2）特殊な用途等に係る建築物で、高度な

     防水技術を要するものと監督員が承諾

     する場合

　防水施工業者は建設業法第３条の許可（防水工事業）を

　受けている者で、（一社）福岡県防水工事業協会会員

　又は、これと同等以上の施工責任が認められる者から

　選ぶこと。

（3）（1）､（2）以外の場合 　防水施工業者は建設業法第３条の許可（防水工事業）を

　受けている者から選ぶこと。

  8 ．保証年限 　防水保証年限は、引渡しの日から次表のとおりとする。

　保証については防水工事業者が（一社）福岡県防水工事業協会会員の場合は、請負業者、

　防水工事業者、（一社）福岡県防水工事業協会の連名保証とする。

　その他の場合は、請負業者、防水工事業者、製造メーカーの連名保証とする。
 保証年限（年）

１０

７

防　　水　　の　　種　　類

アスファルト防水（A-1,2,3、AI-1,2,3、B-1,2,3、BI-1,2,3、D-1,2,3,4、DI-1,2)

改質アスファルト防水（AS-T1,2,3,4、AS-J1,2、ASI-T1、ASI-J1）

合成高分子系ルーフィングシート防水（S-F1,2:ｼｰﾄ(ｱ)1.5mm及び2.0mm、S-M1,2,3、

SI-F1,2、SI-M1,2）、塗膜防水（X-1,2）

合成高分子系ルーフィングシート防水（S-F1：ｼｰﾄ(ｱ)1.2mm）

  9 ．その他の防水 施　工　箇　所 種別・工法 保証年限（年） 備　　　　考
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10   1 ．屋内の床の清掃

  2 ．材　料

　汚れ防止及びつや出しワックス　※使用する　　                         　 　(10.1.5)

　　　　　　　                        　(10.2.1)(10.7.2)(10.7.3)(表10.2.1)(表10.2.2)

　壁及びその他(床を除く)の石材  ※1等品　　・（　      ）

施　工　箇　所 種類・産地・名称 厚さ(mm) 仕上げの種類 備　考

　・テラゾブロック及びテラゾタイル

　　　種石の種類　　　※大理石　　 　・（　　      ）

　　　種石の大きさ　　※1.5～12mm　　・（　　      ）

　　　表面仕上げ　　　※本磨き　 　　・（　　      ）

  3 ．取付金物 　・外壁湿式工法及び内壁空積工法用金物　　　　　　　　　      　  　　　　　(10.2.2)

　　　材質　  ※SS400　　・（  　　      ）

　　　寸法　  ※L-75x75x6  長さ=100又は150mm (A種錆止め)　　・（  　    　      ）

　　　・スライド方式　　　　・ロッキング方式　　　　・（　　　　　　　　　）

　・その他金物の材質、形状及び寸法

　　　・（　　　　　　　　　）　・（　　　　　　　　　）　・（　　　　　　　　　）

　・乾式工法用金物　　　　材質　※SUS304 　　　　　　　　　　　　　　　  （表10.2.4)

　4 ．外壁湿式工法

  5 ．内壁空積工法

  6 ．乾式工法

　7 ．床及び階段の

　 　 石張り

　石裏面処理　・行う　・行わない　　　　　 裏打ち処理　・行う　・行わない 

　目地幅　※6mm以上　・（　　　　　　　）　　　　　

　下地ごしらえ　※あと施工ｱﾝｶｰ・横筋流し工法　　・あと施工ｱﾝｶｰ工法        (10.4.3)

　石裏面処理　・行う　・行わない　　　　　 裏打ち処理　・行う　・行わない 

　石材の厚さ　※有効厚さ 20mm以上　 ・（ 　　        ）                   (10.4.2)

　石材の厚さ　※有効厚さ 25mm以上　 ・（ 　　        ）                   (10.3.2)

　石裏面処理　・行う　・行わない　　　　　 裏打ち処理　・行う　・行わない 

　下地ごしらえ　※流し筋工法　・（　　　　　　　） 　　　　　　　　　　　 (10.3.3)

　目地幅　※6mm以上　・（　　　　　　　）　　　　　

　石材の厚さ　外壁　※有効厚さ 30mm以上　・（ 　　        ） 　　　　　   (10.5.2)

　　　　　　　内壁　※有効厚さ 25mm以上　・（ 　　        ） 　

 　 目地幅　※8mm以上　・（　　　　　　　）                               (10.5.3)

　石の品質  ※2等品　　・（   　   ）     　　(10.6.2)(10.6.3)(表10.2.1)(表10.2.2)

施　工　箇　所 種類・産地・名称 厚さ(mm) 仕上げの種類 備　考

※粗磨き・（　　　  ）

※粗磨き・（　　　  ）

  8 ．石裏の補強用 　石裏面処理　・行う　・行わない

 　　 モルタル 　目地幅　屋内　・（　　　　　mm）  　屋外 ・（　　　　　mm）

　笠木、甲板等の乾式工法の場合は行う。                                　   (10.7.3)

　・監督員の承諾による　　・（　　　　　　　　）同等以上　　　　　  9 ．製造所及び

　 　 施工業者

11
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  1 ．材料 　 タイルの試験張り　※行わない　　・行う　                  　　　　　　　 (11.2.2)

　 タイルの見本焼き　※行わない　　・行う

　 　                       　　    　　　　　　　　　　　　 (11.2.2～4.2)(表11.2.1)

うわぐすり 役物 色

　下地及びタイルごしらえ

    ・MCR工法　・目荒らし工法　・（              ）           　　 (11.2.7)（11.3.7）

　壁タイル張りの工法 

 　 

  2 ．セラミックタイル

　　　張り

　　　工法　　※「標仕」表11.2.3による　　・（ 　　　　　　               ）

　・接着剤張り

　・モルタル張り

　　　張付け用材料　　※既調合モルタル　　・（　　　　　　　　）　　　　　 （11.2.3）

　　　張付け用材料　　・有機系接着剤（内装用）　　・有機系接着剤（外装用）

　　　　　　　　　　　・（　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　(11.3.2)

　　　工法　　※「標仕」表11.3.2による　　・（ 　　　　　　               ）

  3 ．施工後の確認 　※打診による確認                                                      　　(11.1.5)

　　  及び試験 　※接着力試験

施 工 箇 所 形状・寸法
きじの質

無ゆう 施ゆう 有 無 標準 特注

見本

焼き
備考

  1 ．木材

　木材含水率　※Ａ種　・Ｂ種　　   造作材の品質　※Ａ種　・Ｂ種
12

木
　
　
工
　
　
事

施工箇所 表　面　形　状 厚　さ（mm） 耐　火　性　能

　※無し

　・有り(　　  )

　・（　　　　　）　※フラットパネル

　・デザインパネル(図示)

　・製造所（　　　　　　　　　）同等以上　・評価名簿による

建築工事特記仕様書（２）

Ⅱ類 Ⅲ類Ⅰ類

　・外壁のパネル幅及びパネル相互の目地幅　　※図示による （8.5.3）

  2 ．製材

　間伐製材の適用　　※図示による　　・（　　　　　　　　）

　ホルムアルデヒド放散量　※Ｆ☆☆☆☆等級のもの　　・（　　　　）    　  　 (12.2.1)

  3 ．造作用集成材

  4 ．造作用単板積層材

  5 ．直交集成板

  6 ．合板等

　接着剤は、接着する材料に適したものとする。 　　　　　　                  (12.2.2)

　ホルムアルデヒド放散量　※Ｆ☆☆☆☆等級のもの　　・（　　　　　　　　　）

　・薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12.3.1）
保存処理性能区分施 工 箇 所

・K2　　・K3　　・K4

　・薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理

※標準仕様書12.3.1(イ)(b)①～④による

処理の方法施 工 箇 所

防蟻処理　保証期間５年、専門業者の責任施工とし、報告書を提出すること。

  7 ．接着剤

  8 ．防腐、防蟻処理

  1 ．長尺金属板葺 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 　(13.2.2) (表13.2.1）

屋
　
　
根
　
　
及
　
　
び
　
　
と
　
　
い
　
　
工
　
　
事

屋根葺形式 長尺金属板の種類 備　考板厚(mm)

※JIS G 3322塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛メッキ鋼板及び鋼帯  ・0.4mm以上

　施工業者　※監督員の承諾による　　・（　　　　　　　　　　　　　）同等以上

  2 ．折板葺                                                                 (13.3.2) (表13.2.1）
材　　　種 形式による区分 山高及びピッチ 板厚(mm) 耐力による区分

・塗装溶融亜鉛めっき鋼板 ※重ね形又ははぜ締め形  （  　　　）種

 ピッチ（     ）

　軒先面戸板　　※有り　　・無し

　施工業者　※監督員の承諾による　　・（　　　　　　　　　　　　　）同等以上
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・防水形複層塗材Ｅ

  2 ．モルタル塗り

  1 ．ステンレスの

      表面仕上げ

                                              　　  　 　　　　　          (14.2.1)

種　 　　類 施　　工　　箇　　所 備　　　　　　考
・下記以外の見え掛かり全て ※ＨＬ程度

 ・No.２Ｂ程度
 ・鏡面仕上げ

  2 ．アルミニウム及び

      アルミニウム合金

      の表面処理

                                              　   　　　　　   (14.2.2 )(表14.2.1)

種　　　 類 施　　工　　箇　　所 備　　　　　　考

 ・ﾌﾞﾗｳﾝ系　・ﾌﾞﾗｯｸ　・ｽﾃﾝｶﾗｰ
　無着色

  3 ．鉄鋼の亜鉛めっき                                                         　　    (14.2.3)(表14.2.2)

　溶融 ・Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種
　電気 ・Ｄ種 ・Ｅ種 ・Ｆ種

 JIS H 8641
 JIS A 8610

施　工　箇　所 亜鉛めっきの種別 備　　　考

 ・ＢＢ－１種
 ・ＢＢ－２種

  4 ．軽量鉄骨天井下地　野縁等の種類                                       　　　      (14.4.2)(表14.4.1)

　　屋内　※１９形　　・２５形　　・（　　　　　）

　　屋外　・１９形　　※２５形　　・（　　　　　）

  5 ．軽量鉄骨壁下地 　屋外における野縁等の間隔　（                                 　）　　    (14.4.3)

　スタッド、ランナーの種類                           　      　  (14.5.3)(表14.5.1)

　　※「標仕」表14.5.1による　　・図示による

  6 ．金属成形板張り 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 　　(14.6.2)(表14.2.1)

材　　種 製　法 材　種 寸法(mm ) 厚(mm ) 表　面　処　理

 ※ﾌﾟﾚｽ
 ・ﾛｰﾙ
 ・押出し  ※ｱﾙﾐﾆｳﾑ

 ・(　　　)
 ・B-1種
 ・B-2種(　　　　　　)

 ・ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ系

 ・ﾊﾟﾈﾙ系

　伸縮調整継手　・設ける　　・設けない

　部材の種類　・250形　　・300形　　・350形　　・（　          ）  　　  (表14.7.1)  7 ．アルミニウム製

 　　 笠木

　棟上避雷導体システム　※無　　・有

  8 ．手すり及びﾀﾗｯﾌﾟ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　    (14.8.2)(14.8.3)

種　　類

 ・手すり

 ・タラップ

材料の種別 表　面　処　理
 ※ステンレスＳＵＳ３０４
 ・鉄

 ※ステンレスＳＵＳ３０４
 ・鉄

 ※HL程度　・鏡面仕上げ　・(　　　　)
 亜鉛めっき　外部　※Ｃ種
 内部　※Ｅ種
 ※ 研 磨 無 し 　
 亜鉛めっき　内外部　※Ｃ種
 ・(　　　　　　)

　表面処理  　 ※ＢＢ－１種又はＢＢ－２種　　・（          ）　  (14.7.2)(表14.2.1)

  1 ．防火材料など 　屋内の壁及び天井の仕上げ材は、建築基準法に基づき指定又は認定を受けた防火材料

　とする。

　材料　　・既調合モルタル　　・現場調合モルタル 　　　　　　　　　　　 　（15.3.2）

  3．仕上塗材仕上げ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (15.6.2)(表15.6.1)(15.6.6)
種　　類 呼　び　名

・薄付け仕上塗材

・厚付け仕上塗材

・複層仕上塗材

・軽量骨材

  仕上塗材

・外装薄塗材Ｓｉ

・外装材薄塗材Ｓ

・内装薄塗材Ｃ

・内装薄塗材Ｌ

・内装薄塗材Ｓｉ

・内装薄塗材Ｅ

・内装薄塗材Ｗ

・外装厚塗材Ｃ

・外装厚塗材Ｓｉ

・外装厚塗材Ｅ

・内装厚塗材Ｃ

・内装厚塗材Ｌ

・内装厚塗材Ｇ

・内装厚塗材Ｓｉ

・内装厚塗材Ｅ

・複層塗材ＣＥ

・可とう形複層塗材ＣＥ

・吹付用軽量塗材

・こて塗用軽量塗材

・外装薄塗材Ｅ

・可とう形外装薄塗材Ｅ

・防水形外装薄塗材Ｅ

・可とう形外装薄塗材Ｓｉ

・複層塗材Ｓｉ

・複層塗材Ｅ

・複層塗材ＲＥ

・防水形複層塗材ＣＥ

・砂壁状

・ゆず肌状

・さざ波状

・平たん状

・凹凸状

・着色骨材砂壁状

・砂壁状じゅらく

・京壁状じゅらく

・吹放し

・凸部処理

・平たん状

・ひき起こし

・かき落とし

・凹凸状

・凸部処理

・凹凸状

・ゆず肌状

・砂壁状

・平たん状

 ・吹付け

 ・こて塗り

 ・ﾛｰﾗｰ塗り

 ・吹付け

 ・吹付け

 ・ﾛｰﾗｰ塗り

 ・こて塗り

 ・吹付け

 ・ﾛｰﾗｰ塗り

 ・こて塗り

 上塗材

　・外装厚塗材C

　※適用

　・外装厚塗材Si,E

　・ｾﾒﾝﾄｽﾀｯｺ以外の塗材の場合

　（　　　　　　　）

　・適用　　　・適用しない

 上塗材

 ※水系アクリルつやあり

 ・水系ポリウレタンつやあり

 ・（　　　　　 　        ）

仕上げの形状 工　法 備　　　考

    ※ホルムアルデヒドの放散量　Ｆ☆☆☆☆等級のもの・（　　      ）    

・防水形複層塗材ＲＥ

金
　
　
属
　
　
工
　
　
事

 　　 仕上げ

左
　
　
官
　
　
工
　
　
事
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  4 ．ﾏｽﾁｯｸ塗材塗り

　・しっくい塗り　　・こまい壁塗り

　※　下地、仕上げ等は図示による

  5 ．しっくい塗り等

　種別　　・Ａ種　　・Ｂ種                                        　　　　 　(15.7.2)

　・一般用   ・( 　    　　) 　・着色    ・原色 　・10 ・15 ・20 ・( 　　)

種　　　類 色　　採 厚　　さ

    ※ホルムアルデヒドの放散量　Ｆ☆☆☆☆等級のもの・（　　      ）    

  6 ．ﾛｯｸｳｰﾙ吹付け

　・せっこうプラスター塗り　　・ドロマイトプラスター　　　　　　 　（15.9.1～15.11.8）

　※トルシア形高力ボルト　　　指定、認定品セットの種類　※S10T  　　　　　 　(7.2.2)

　                                                                 (15.12.2)(15.12.3)

                                                  　　　　　　　(表9.4.1）（表9.4.2)

　種別　※Ａ種　　・Ｂ種　                           　     　　　(7.10.3)(表7.10.2)

　SRC造の溶接された鋼製スリーブの内面　                          　    　　　(7.8.4)

　※図示による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　  　　　　　　　　　(12.2.1)

　※図示による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　  　　　　　　　　　(12.2.1)

　※図示による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　  　　　　　　　　　(12.2.1)

　※図示による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　  　　　　　　　　　(12.2.1)

　※図示による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　  　　　　　　　　　(12.2.1)

3
200

山 高（　      ）85又は88
0.6

基礎､土間

腰壁

土間、腰壁

18

　捨コンクリート

　腰壁（基礎立上り部）

SSC400STKR400

  3 ．粘土瓦葺 　                                                      　 　　　          (13.4.2)
種　　類 大きさ・産地等 備　　考金　　物

　棟の工法

    ・7寸丸伏せ棟　・のし積み棟　・（　　　　　　   　　） 　　　　　　　　(13.4.3)

  4 ．とい                                                              　  (13.5.2)(表13.5.1)
材　　　種 径 施　工　箇　所 備　　考

・配管用鋼管

・ステンレス鋼管 SUS304　厚(　　)

・硬質塩化ビニル管（ＲＦ－ＶＰ）

・硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

・硬質塩化ビニル雨どい

75

120

　たてどい

　軒どい

　カラーVP

　とい受金物　※ステンレス製　　・鋼製（亜鉛めっき）           　　　　  (表13.5.2)

       　     　　・次の箇所には行わない（  　　                  ）

　防　　　露　※「標仕」表13.5.3により行う                     　    　　(表13.5.3)

断熱材　・有り（種別：　　　　　　　　　　厚さmm：　　　防火性能：　　　　　　　　）屋根30分耐火発泡ポリエチレン 4

　　　　・無し 不燃材料

Fax　0949（22）3549

Tel　0949（22）3407
有限会社 淵上設計事務所

設計責任者　１級建築士   第257367号　  鬼 武　雅 仁

直方・鞍手市町村広域市町村圏事務組合

A-03

宮田消防署小竹出張所庁舎建設工事（建築工事）
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